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萬
葉
集
巻
十
六
考

瀬

古

確

　
遠
の
朝
廷
の
長
官
ε
し
て
大
要
背
馳
が
不
知
火
の
銃
紫
に
下
れ
ば
太
宰
府
を
中
心
ε
す
る
多
く
の
歌
が
見
ら
れ
る
け
れ
5
も
、
間
も
な
く
老

帥
の
上
京
亡
共
に
華
や
か
な
り
し
筑
・
紫
歌
壇
の
菅
蓑
も
遽
に
絶
え
て
再
び
都
の
歌
界
の
賑
を
見
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
貴
公
子
家
持
の
雪
深
き
越
路
の
任
に
赴
く
に
及
ん
で
は
歌
壇
の
中
心
な
都
を
離
れ
て
蓮
く
越
中
の
國
府
に
移
っ
た
か
の
観
を
重
し
、
再

び
都
の
襟
子
の
明
か
に
な
る
の
は
彼
が
少
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
τ
幾
年
か
漏
壷
に
住
居
し
た
越
の
地
を
去
っ
て
か
ら
の
事
で
あ
る
。

　
或
ひ
は
集
中
仇
守
る
銃
紫
に
下
る
土
入
等
の
幼
い
藩
翰
の
見
え
る
の
も
亦
》
家
持
の
兵
部
少
輔
ε
し
て
そ
の
事
に
當
つ
た
の
に
よ
る
も
の
な

る
を
思
へ
ば
、
萬
葉
集
の
如
何
に
大
急
家
S
密
切
な
關
係
を
有
し
て
み
る
か
を
推
察
す
る
に
難
く
な
い
で
あ
ら
う
。

　
萬
葉
集
二
十
巻
の
中
に
は
勿
論
大
社
氏
の
編
纂
に
成
っ
た
も
の
言
は
思
は
れ
な
い
巻
も
あ
っ
τ
】
概
に
は
之
を
言
ふ
事
は
出
柔
な
い
け
れ
さ

も
、
そ
の
多
く
は
家
持
の
手
を
経
て
み
る
も
の
な
る
事
ば
種
々
の
方
面
か
ら
之
を
漉
す
る
事
が
出
至
る
。

　
こ
の
稿
に
於
て
は
特
に
巻
十
六
の
性
質
を
考
へ
併
せ
て
そ
の
編
纂
者
を
推
定
し
て
み
た
い
ぐ
」
思
ふ
の
で
あ
る
。

二

萬
葉
集
巻
十
六
考

九
九
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一
〇
〇

　
巻
十
六
は
有
由
縁
井
雑
歌
を
集
め
た
も
の
S
し
て
集
中
特
殊
な
巻
を
形
式
し
て
み
る
け
れ
母
も
，
そ
の
何
れ
の
歌
も
製
作
年
月
の
不
明
で
あ

る
こ
言
は
こ
の
巻
の
性
質
を
考
察
す
る
上
に
甚
だ
困
難
を
感
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
先
づ
こ
の
巻
に
見
え
る
地
名
を
覗
ふ
に
略
大
和
を
中
心
・
こ
し
て
順
訳
地
方
に
及
ん
で
ゐ
τ
、
こ
こ
に
も
編
者
の
手
の
加
っ
て
み
る
事
を
見
邊

す
こ
・
こ
は
出
來
ぬ
。
更
に
之
を
國
別
に
纒
め
て
み
れ
ば
即
ち
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
大
　
和
　
で
　
は

　
　
　
　
　
〔
三
七
八
八
〕
無
耳
の
池

　
　
　
　
　
〔
三
七
九
一
〕
飛
鳥

　
　
　
　
　
〔
三
八
一
九
〕
春
日
野

　
　
　
　
　
〔
三
八
三
五
∪
勝
間
田
の
池

　
　
　
　
　
〔
三
八
三
六
〕
奈
良
山

　
　
　
　
　
〔
三
八
八
五
〕
奉
群
山

　
　
　
　
　
〔
三
八
八
六
〕
飛
鳥
置
勿
　
桃
花
鳥
野

　
　
　
　
揖
津
で
　
は

　
　
　
　
　
〔
三
七
九
一
〕
住
吉
の
蓮
里
小
野

　
　
　
　
　
〔
三
八
○
こ
佐
吉
の
岸
野

　
　
　
　
　
〔
三
八
○
八
∪
佳
吉

　
　
　
　
　
〔
三
八
八
六
ビ
難
波
の
小
江

　
　
　
　
常
　
陸
　
で
　
は



　
〔
三
八
〇
六
〕
小
泊
瀬
山

陸
奥
で
　
は

　
〔
三
八
〇
七
∪
安
積
香
山

能
登
．
で
は

　
〔
三
八
七
八
〕
〔
三
八
七
九
〕
熊
來
・

　
「
三
八
八
○
〕
加
島
贔

越
中
で
　
は

　
〔
三
八
七
〇
〕
粉
満
の
海

，
〔
三
八
八
一
〕
大
野
路

　
〔
三
八
八
二
〕
澁
漢
の
二
上
山

　
〔
八
八
八
三
〕
〔
三
八
八
四
〕
伊
夜
彦

長
門
で
　
は

　
〔
三
八
七
こ
角
島

豊
前
で
　
は

　
〔
三
八
七
六
〕
企
…
玖
の
池

筑
前
で
は

　
〔
三
八
六
二
〕
〔
三
八
六
三
〕
〔
三
八
六
九
〕
志
賀

　
〔
三
八
六
六
〕
〔
三
八
六
七
∪
也
良
の
埼

　
　
　
萬
葉
集
巻
十
六
考

一
〇
一



　
　
　
　
　
　
　
九
大
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二
三
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號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

な
き
で
あ
る
。
こ
の
統
計
に
於
て
比
較
的
地
方
の
も
の
が
多
い
の
は
所
謂
有
由
縁
井
雑
歌
を
廣
く
他
に
求
め
た
事
に
よ
る
も
の
S
思
は
れ
る
が

殊
に
大
和
の
地
名
の
飛
鳥
地
方
を
中
心
ぐ
」
し
て
み
る
事
は
こ
の
巻
に
相
當
古
い
歌
の
含
ま
れ
て
み
る
事
を
謹
風
立
τ
る
も
の
ε
言
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
更
に
乞
食
者
の
詠
に

　
　
〔
三
八
八
六
〕
（
上
略
）
今
日
今
日
跡
飛
鳥
田
到
面
立
置
勿
爾
到
錐
不
策
都
久
重
爾
遼
東
中
門
甲
蓼
百
工
旦
命
受
例
姿
（
下
略
）

S
み
え
る
の
は
、
明
か
に
飛
鳥
地
方
に
皇
居
の
あ
っ
た
時
代
の
作
で
あ
る
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
て
、
少
く
ε
も
一
西
明
天
皇
の
和
銅
三
年
よ

わ
以
往
の
も
の
な
る
事
を
知
る
事
が
出
來
る
。

三

　
つ
い
で
こ
の
春
S
の
類
歌
を
検
す
る
に
七
・
十
・
十
一
・
十
二
な
噛
こ
の
巻
に
之
を
見
出
す
事
が
出
來
る
。
郎
ち

　
　
〔
三
七
九
一
〕
（
上
略
）
墨
江
之
遽
里
小
野
之
眞
榛
持
丹
穗
之
回
避
丹
（
下
略
）

に
は
幽
か
な
が
ら
も
、
巻
七
の

　
　
〔
一
一
五
六
〕
住
吉
之
遽
里
小
野
之
眞
榛
以
須
禮
流
衣
乃
盛
過
・
去

の
影
を
認
め
る
事
が
で
き
、

　
　
〔
三
八
一
四
〕
眞
珠
者
緒
絶
爲
爾
伎
登
聞
之
故
爾
其
猪
復
三
遷
玉
里
出
塁

に
も
同
じ
く
巻
七
の

　
　
〔
一
三
二
六
〕
照
左
豆
我
手
爾
纒
古
須
玉
毛
欲
得
其
緒
者
替
而
吾
玉
露
將
爲

ε
一
脈
相
通
ふ
も
の
が
あ
る
。
或
ひ
は

　
　
〔
三
八
〇
三
〕
隠
耳
懸
者
辛
苦
山
葉
從
出
來
月
之
顯
者
如
何



に
は
巻
十
の

　
　
〔
U
九
九
二
〕
隠
耳
懸
者
苦
樫
萎
之
花
爾
開
出
奥
朝
且
將
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
セ
げ

な
る
歌
の
色
彩
が
み
え
、
殊
に
小
鯛
王
が
宴
居
の
日
影
を
取
る
毎
窟
必
ず
吟
詠
し
た
S
い
ふ

　
　
〔
三
八
一
九
〕
暮
立
之
雨
打
零
者
春
日
野
之
草
花
之
末
乃
白
露
於
母
保
遊

な
る
歌
は
確
か
に
春
十
の

　
　
〔
三
六
九
〕
暮
立
之
雨
難
難
打
奮
野
之
尾
花
之
上
乃
白
露
所
念

め
歌
の
吟
諦
の
盟
に
少
し
く
愛
化
し
て
い
っ
た
も
の
ε
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
猫
河
村
王
の
愛
諦
し
た

　
　
〔
三
八
一
八
〕
朝
霞
香
火
屋
之
下
乃
鳴
川
津
之
努
比
管
有
常
磁
告
兇
暴
欲
得

の
歌
も
巻
＋
一
の

　
　
〔
二
二
六
五
〕
朝
霞
鹿
火
屋
之
下
爾
鳴
蝦
聲
谷
聞
者
吾
將
懸
八
方

な
る
歌
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
み
る
も
の
ε
思
ふ
。
更
に
ま
た

　
　
〔
三
八
〇
四
〕
如
是
耳
爾
有
家
流
物
乎
猪
名
川
之
奥
乎
深
目
而
吾
念
裏
面

に
は
巻
十
二
の

　
　
〔
二
九
六
四
〕
如
是
耳
在
家
流
君
乎
衣
爾
有
者
下
毛
將
著
跡
吾
念
有
家
点

く
」
似
通
っ
た
鮎
の
あ
る
事
を
見
逃
す
事
は
出
來
な
い
で
あ
ら
う
。

　
か
く
の
如
く
巻
十
六
に
は
七
・
十
・
十
一
。
十
二
な
，
こ
の
歌
の
影
響
の
あ
る
こ
S
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
ミ
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
等
々
よ
り

も
後
れ
て
編
纂
せ
ら
れ
た
も
の
な
る
事
を
知
る
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
。

　
七
ミ
十
ε
の
爾
春
は
古
歌
集
及
び
人
並
歌
集
出
の
も
の
の
多
い
事
に
よ
っ
て
も
、
同
檬
な
技
巧
を
用
ひ
た
歌
の
あ
る
の
に
よ
っ
て
も
、
或
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
萬
葉
集
鵬
巷
十
山
ハ
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
∪
輔
二
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號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

は
又
そ
の
分
類
法
の
似
寄
っ
て
み
る
の
に
よ
っ
て
も
絡
厨
じ
時
代
の
作
品
を
集
め
た
も
の
の
如
く
、
即
ち
古
く
は
人
慶
黒
入
時
代
か
ら
新
し
く

は
旅
人
金
村
の
時
代
ま
で
恐
ら
く
天
軍
初
年
頃
ま
で
の
作
品
を
牧
め
て
み
み
も
の
S
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
巻
＋
一
．
十
二
の
雨
曝
は

古
今
相
聞
往
來
歌
類
上
下
ε
し
τ
分
類
せ
ら
れ
て
を
り
、
併
も
巻
十
七
に
み
え
る
古
歌
な
る
言
葉
が
居
り
遠
い
以
前
を
指
す
も
の
で
な
い
の
を

思
へ
ば
、
た
さ
へ
一
時
に
編
纂
せ
ら
れ
た
も
の
で
な
く
ε
も
、
こ
の
南
巻
に
も
亦
相
當
新
し
込
歌
を
含
協
で
み
る
も
の
ぐ
し
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
帥
ち
七
・
十
・
十
一
・
十
二
な
き
の
巻
に
は
勿
論
古
い
歌
も
載
せ
ら
れ
て
み
る
け
れ
き
も
普
通
に
考
へ
ら
れ
る
よ
の
も
比
較
的
新
し
い
歌
、

換
言
す
れ
ば
天
卒
初
期
頃
ま
で
の
作
品
を
も
牧
め
て
み
る
の
を
思
へ
ば
、
十
六
の
巻
に
も
新
し
く
は
天
李
も
蝕
程
下
る
作
品
を
牧
録
し
て
み
る

の
で
は
な
い
か
く
」
推
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

　
巻
中
製
作
年
代
の
明
記
し
て
あ
る
も
の
は
一
首
も
な
い
け
れ
曹
も
、
作
者
若
く
は
吟
詠
者
の
名
を
記
し
た
も
の
は
か
な
り
多
く
を
敢
へ
る
事

が
出
孕
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
年
代
を
推
察
す
る
事
も
か
・
る
巻
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
一
つ
の
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
事
ε
な
る

で
あ
ら
う
。

　
　
〔
三
八
一
六
〕
家
爾
有
之
橿
爾
鐘
刺
藏
而
師
慧
乃
奴
之
束
見
懸
而

な
る
歌
を
好
ん
で
寵
せ
ら
れ
た
穗
積
親
王
は
鑑
竈
元
年
七
月
に
舅
ぜ
ら
れ
た
の
を
思
へ
ば
、
こ
の
歌
は
少
く
ε
も
燈
魑
元
年
以
前
の
も
の
で
な

く
て
は
な
ら
ぬ
。

　
　
〔
三
八
三
三
〕
虎
爾
乗
古
屋
乎
越
而
青
淵
衛
鮫
龍
取
將
來
劒
刀
毛
蟹

な
る
詠
歎
種
物
歌
の
作
者
境
盗
難
は
養
老
年
間
に
治
部
卿
ε
な
っ
た
記
事
が
見
え
、
懐
風
湿
に
も
治
部
卿
境
部
王
S
も
τ
二
首
の
詩
を
牧
愛
せ

ら
れ
て
る
る
の
を
思
へ
ば
、
こ
の
歌
も
亦
養
老
前
後
の
作
ε
み
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。



　
ま
た
行
文
大
夫
は
養
老
神
亀
の
頃
に
か
け
て
綬
紀
に
そ
の
名
が
見
え
、
書
風
藻
に
も
そ
の
詩
を
牧
め
ら
れ
τ
み
る
博
士
で
あ
っ
て
、
講
倭
人

歌
一
首
も
こ
の
頃
の
も
の
で
は
な
い
か
ε
推
察
せ
ら
れ
る
。
更
に

　
　
〔
三
八
二
四
〕
刺
名
倍
爾
湯
和
可
世
子
等
櫟
津
乃
檜
橋
從
來
車
篭
爾
安
牟
佐
武

　
　
〔
三
八
二
五
〕
食
薦
敷
蔓
蕎
煮
將
來
櫟
爾
行
縢
懸
而
息
此
公

な
ず
の
明
い
遊
戯
前
な
作
品
を
留
め
て
み
る
長
薯
寸
意
吉
廊
呂
は
、
太
宰
二
年
持
統
天
皇
の
参
河
國
に
幸
せ
る
時
に
は
高
市
連
黒
人
等
ε
共
に

駕
に
從
っ
て

　
　
〔
五
七
〕
引
馬
野
爾
仁
保
布
榛
原
入
鼠
衣
爾
保
波
勢
多
鼻
能
知
師
爾

な
る
歌
を
詠
じ
、
或
ひ
は
盤
代
の
結
松
を
見
て
は

　
　
〔
一
四
四
〕
盤
代
乃
野
中
爾
立
有
結
松
情
毛
不
解
古
所
念

S
有
間
皇
子
の
悲
劇
の
跡
を
慕
ば
な
い
で
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
の
を
思
へ
ば
、
高
市
連
黒
人
・
こ
同
時
代
、
郎
ち
萬
葉
前
期
に
生
活
し
た
人
で
あ

る
事
は
明
か
で
あ
る
。
此
等
の
人
の
名
の
見
え
る
の
に
劃
っ
て
も
、
十
六
の
巻
に
古
い
時
代
の
歌
の
含
ま
れ
て
み
る
事
を
識
撮
立
て
る
事
が
出

來
る
で
あ
ら
う
。

　
併
し
な
が
ら
こ
の
巻
に
は
比
較
的
新
し
い
作
品
を
も
含
ん
で
み
る
も
の
な
る
事
は
、
叉
そ
の
作
者
名
よ
り
推
察
す
る
事
が
出
來
る
ε
思
ふ
。

帥
ち

　
　
〔
三
八
四
四
〕
鳥
玉
之
斐
太
乃
大
黒
毎
見
亘
勢
乃
小
黒
之
所
念
可
聞

S
蒙
り
歌
っ
た
土
師
宿
彌
水
通
は
墨
書
二
年
正
月
＋
三
日
帥
の
邸
に
於
て
催
さ
れ
た
梅
花
の
宴
に
そ
の
名
を
連
ね
て
み
る
の
に
よ
っ
て
も
天
歩

の
人
で
あ
る
事
は
明
か
で
あ
る
。

　
或
ひ
は
夢
の
裡
に
作
っ
て
友
に
贈
っ
た
ε
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
萬
葉
集
ぬ
曾
十
山
ハ
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



　
　
　
　
　
　
　
　
九
大
國
丈
學
　
　
第
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

　
　
〔
三
八
四
八
〕
荒
城
田
乃
子
師
田
乃
稻
乎
倉
爾
墨
藏
而
阿
奈
干
平
語
甲
羅
吾
懲
良
久
麗

な
る
歌
の
作
者
忌
部
首
黒
三
尊
は
績
紀
に
よ
れ
ば
、
孝
謙
天
皇
の
空
字
二
年
よ
り
費
字
六
年
の
條
に
そ
の
名
が
見
え
て
み
て
萬
葉
末
期
に
歯
存

し
た
入
で
あ
る
事
は
疑
ふ
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
或
ひ
は
ま
た

　
　
〔
三
八
四
〇
〕
寺
寺
之
女
餓
鬼
串
久
大
神
乃
男
餓
鬼
被
給
而
面
子
甲
羅

唱
ヒ
啖
り
笑
っ
た
池
田
朝
臣
に
員
け
て
み
ず

　
　
〔
三
八
四
一
〕
佛
造
眞
朱
不
足
者
水
淳
池
田
乃
阿
曾
我
鼻
上
乎
穿
禮

ε
巧
に
磨
堕
し
た
大
鷲
朝
臣
明
答
は
天
李
費
字
八
年
正
月
從
五
位
下
を
授
け
ら
れ
て
み
る
の
を
み
れ
ば
、
ま
た
明
か
に
萬
葉
末
期
に
生
存
し
て

み
た
人
ぐ
」
言
ふ
事
が
出
來
る
。

　
更
に
注
目
す
べ
き
は
啖
咲
痩
八
歌
二
首
の
作
者
ε
し
て
大
件
宿
禰
家
持
の
名
の
み
え
る
事
で
あ
る
。
家
持
の
歌
で
集
中
年
代
の
最
も
古
い
も

の
は
八
の
巻
に
牧
め
ら
れ
て
る
る
天
賜
八
年
九
月
作
の
秋
歌
四
首
で
あ
る
。
つ
い
で
十
年
七
月
七
日
の
猫
車
天
漢
聯
述
懐
歌
は
巻
＋
七
に
載
せ

ら
れ
て
を
り
、
同
年
十
月
十
七
日
の
橘
朝
臣
奈
良
麿
結
集
宴
歌
に
は
彼
の
名
も
見
え
て
巻
八
に
崇
め
ら
れ
て
る
る
。
更
に
十
一
年
六
月
に
は
悲

傷
亡
妾
歌
を
巻
三
に
留
め
て
を
わ
、
同
年
八
月
姑
坂
上
郎
女
の
竹
田
庄
を
訪
れ
た
際
の
歌
は
ま
た
巻
八
に
載
録
せ
ら
れ
て
る
る
。
猴
十
二
年
十

月
の
内
舎
入
ε
し
て
の
彼
の
歌
は
巻
六
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

　
家
持
の
歌
を
眺
め
て
み
て
も
解
る
如
く
三
・
六
・
八
な
き
の
春
は
略
同
時
代
の
歌
を
牧
録
し
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
最
新
歌
は
何
れ
も

天
牢
＋
五
六
年
で
あ
る
。

　
而
し
て
春
十
六
に
は
家
持
を
は
じ
め
明
か
に
萬
藁
末
期
に
生
存
し
た
入
の
名
の
み
え
る
の
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
春
に
は
少
く
S
も
聖
武
天
嘉

の
天
準
中
期
頃
ま
で
の
作
品
を
牧
め
て
み
る
も
の
ε
み
ね
ば
な
ら
な
い
ざ
思
ふ
。

　
か
く
て
人
名
よ
り
考
察
す
る
に
十
六
の
巻
に
拡
古
く
は
持
統
天
皇
の
頃
よ
り
、
新
し
く
は
聖
武
天
皇
の
士
卒
中
期
頓
ま
で
の
歌
を
載
録
し
て



み
る
も
の
の
如
く
、
略
三
・
六
・
八
の
巻
・
こ
同
じ
や
う
な
年
代
に
渡
っ
て
作
品
を
醒
め
て
み
る
の
で
は
な
い
か
，
こ
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

玉

　
春
十
六
の
編
者
を
推
定
す
る
に
當
っ
て
は
、
そ
の
左
註
を
考
察
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
S
思
ふ
。
邸
ち

　
　
〔
三
八
〇
三
〕
隙
耳
懸
者
辛
苦
山
葉
從
出
來
月
之
顯
者
如
何

の
歌
に

　
　
右
或
日
男
有
答
歌
者
未
得
探
求
也

ぐ
」
あ
る
の
は
巻
十
八
の
越
前
國
極
大
律
宿
禰
池
主
來
贈
戯
歌
四
首
の
左
註

　
　
右
歌
之
返
報
歌
者
脱
漏
不
得
探
求
也

な
る
家
持
の
筆
附
を
思
は
せ
る
も
の
が
あ
る
。
更
に
娘
子
臥
聞
夫
君
騒
歌
從
枕
暴
頭
重
聲
和
歌
一
首
の
左
註
に

　
　
今
案
此
歌
其
夫
被
使
既
経
累
載
而
當
蓮
時
雪
心
髄
冬
也
函
斯
娘
子
作
此
沫
雪
之
句
蹴

ぐ
」
あ
る
の
は
そ
の
語
句
の
説
明
を
し
て
み
る
鮎
に
お
い
て
巻
十
七
以
下
に
み
え
る

　
　
二
研
磨
立
夏
飾
故
謂
之
明
旦
將
瞳
也
（
巻
十
八
）

　
　
（
上
略
）
但
越
中
風
土
梅
花
柳
紫
三
月
初
険
耳
（
巻
＋
九
）

　
　
右
一
首
長
谷
饗
花
礎
壷
到
來
因
是
大
俘
宿
禰
家
持
作
此
歌
和
之
（
巻
二
十
）

な
き
の
家
持
の
註
を
聯
想
す
る
ご
亡
が
出
來
る
。
猫
曝
喚
痩
入
麺
二
首
の
註
に

　
　
右
有
吉
濃
墨
字
石
瀬
呂
所
謂
黒
鯛
之
子
単
管
老
爲
入
身
心
甚
痩
豊
艶
喫
飲
形
似
飢
鰻
因
是
大
駆
宿
禰
家
持
麟
作
懸
歌
以
爲
戯
喰
也

ミ
あ
る
の
は
痩
身
の
家
持
か
ら
笑
は
れ
た
吉
田
連
石
麻
呂
の
い
た
く
痩
せ
て
み
た
事
が
覗
は
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
註
も
亦
家
持
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
萬
葉
集
巻
十
六
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



　
　
　
　
　
　
　
九
大
二
丈
學
　
第
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
O
八

て
加
へ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
一
こ
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
右
歌
者
傳
云
く
」
あ
る
の
も
家
持
の
手
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
ざ
推
察
す

る
の
も
鯨
り
無
理
で
は
な
い
で
あ
ら
う
◎

　
更
に
佐
爲
王
近
習
の
魏
の
作
、
懸
夫
君
歌
一
首
の
左
註
に

　
　
（
上
略
）
於
是
當
宿
之
夜
之
夢
裡
相
見
畳
籍
探
抱
曾
無
鰯
手
（
下
略
）

辱
こ
あ
る
の
に
は

　
　
少
時
坐
睡
則
夢
見
十
娘
驚
壁
撹
之
忽
然
室
手

な
る
遊
仙
窟
の
陰
影
を
見
逃
す
こ
ぐ
」
は
出
來
な
い
で
あ
ら
う
。
而
し
て
坂
上
大
嬢
に
贈
っ
た
家
持
の
歌
十
五
首
の
中
四
首
ま
で
も
仙
遊
窟
の
影

響
を
受
け
て
み
る
の
を
思
ひ
、
殊
に
そ
の
第
一
首
に

　
　
〔
七
四
一
〕
夢
之
相
者
苦
有
家
里
壁
而
掻
探
友
手
二
毛
不
所
鰯
者

ε
あ
る
の
を
見
れ
ば
，
ま
た
巻
十
六
の
左
註
を
も
の
し
た
入
の
大
陸
家
持
な
る
事
を
推
察
す
る
事
が
出
世
る
・
こ
思
ふ
。

　
古
い
歌
を
嘗
め
新
し
い
歌
を
も
牧
め
て
詳
細
な
左
註
々
施
し
、
こ
の
一
巻
・
こ
レ
た
の
は
歌
の
輯
集
に
熱
心
で
あ
っ
た
家
持
を
措
い
て
他
に
求

め
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
。

山’㌔

　
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
自
ら
明
か
な
如
く
巻
十
六
に
は
古
ぐ
は
持
統
天
皇
の
藤
原
宮
の
頃
よ
り
新
し
く
は
聖
武
天
皇
の
玉
葛
中
期
頃
ま
で
の

作
品
を
牧
め
て
み
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

古
い
作
品
の
載
せ
ら
れ
て
み
る
事
は
そ
の
地
名
若
く
拡
作
者
名
よ
り
之
を
濁
す
る
事
が
出
薫
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
こ
の
巻
に
は

　
　
〔
三
八
八
○
〕
（
上
略
）
母
爾
奉
都
也
目
豆
見
乃
員
父
爾
献
都
也
身
量
見
乃
員



　
　
〔
三
八
八
五
〕
（
上
略
）
書
突
奴
吾
身
一
爾
七
重
花
佐
久
八
重
花
生
跡
白
再
説
白
襲
尼

　
　
〔
三
八
八
六
〕
（
上
略
）
陶
人
乃
所
作
瓶
乎
今
日
往
明
日
取
持
來
畳
目
良
爾
盛
漆
四
時
賞
呼
時
繊
毛

な
さ
の
如
く
歌
ふ
歌
ε
し
て
の
要
素
を
多
分
に
も
っ
て
み
る
も
の
の
有
る
の
に
よ
っ
て
も
、
古
い
歌
の
含
ま
れ
て
み
る
事
は
容
易
に
察
知
せ
ら

れ
る
で
あ
ら
う
。
猶
そ
の
作
者
の
中
に
は
明
か
に
萬
葉
末
期
に
生
存
し
τ
み
た
人
の
見
え
る
の
に
よ
っ
て
も
こ
の
春
に
は
少
く
ε
も
新
し
く
は

天
軍
中
期
頃
の
作
品
を
も
牧
め
て
み
る
も
の
ε
み
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
更
に
こ
の
巻
の
歌
ε
相
通
ふ
も
の
を
含
む
七
・
十
・
十
一
。
十
二
な
さ
の
毎
々
に
は
古
い
歌
も
含
ま
れ
て
み
る
け
れ
曹
も
、
新
し
く
は
天
仁
初
期

頃
迄
の
歌
を
も
含
ん
で
み
る
の
を
思
へ
ば
、
こ
の
春
に
は
天
奉
も
蝕
程
下
る
年
代
の
作
品
を
も
載
せ
τ
み
る
も
の
ε
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
前
に
述
べ
た
如
く
家
持
の
歌
の
同
じ
年
代
の
も
の
が
三
・
↓
ハ
・
八
な
さ
の
谷
々
に
散
在
し
て
み
る
の
に
よ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
巻
々
は
岡
時

代
の
も
の
を
併
行
し
て
止
め
て
み
る
事
を
覗
ふ
事
が
出
來
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
は
更
に
こ
れ
ら
の
巻
々
の
歌
を
年
代
順
に
配
列
し
て
み
れ

ば
一
腰
明
瞭
に
頷
か
れ
る
・
こ
思
ふ
。
そ
の
例
・
こ
し
て
天
命
中
期
よ
り
後
期
に
か
け
て
の
作
品
の
如
何
に
配
列
せ
ら
れ
て
る
る
か
を
示
せ
ば
次
の

如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
、
左
の
表
に
於
て
巻
別
配
列
表
の
相
隣
る
貼
な
直
線
な
以
て
各
々
聯
接
ぜ
ら
れ
郭
し
）

天
　
皇
紀
年
月
日

題

詞

作

者

1

巻
　
　
別

5

土
0
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王
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集
葬
藩
集
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藷
二
三
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黍
鐘
正
需
部
藁
簸

マ
大
夫
簗
左
客
車
勢
纂
霧
臣
餐
歌

奉
拝
賀
茂
紳
龍
之
時
便
二
相
坂
出
墓
見
直
江
海
而
晩
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來
作
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製
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ム
籍
査
漿
歌

聖
　
武
　
天

皇
：
≡
＝

｝

一＝

扁
回
議
丈
厳

　
　
　
　
　
　
　
　
｝

：＝

o

｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
毒
叛
上
書

9

　

　

大
讐
粟
一

子
噌
繋
響
橘
」

〃　

E
大
臣
橘
餐
歌

　
　
　
　
あ
　
　
ぽ

麗
麿
．
憲
蔦
聾

　
　
ぬ
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＝
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西
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一繭〃
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〃
国 一

＝： 〃 〃 6 幽 ；
宍

ム 一 ％

秋　鹿

@鳴
ﾋ　歌

讃
久
逓
京
作
歌

報
歌

詠
霰
公
鳥
贈
高
家
持
歌

右
馬
寮
頭
境
部
宿
禰
老
病
讃
三
原
新
都
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か
く
の
如
く
天
李
八
年
よ
の
＋
六
年
に
い
た
る
九
年
間
に
経
て
右
の
表
の
高
低
の
殊
に
甚
し
い
の
S
、
更
に
こ
れ
ら
の
春
に
二
四
十
七
年
以

後
の
作
の
見
え
な
い
の
S
を
思
ひ
合
せ
れ
ば
三
・
六
」
八
な
さ
の
巻
々
は
華
甲
多
し
τ
歌
を
輯
暮
せ
ら
れ
た
も
の
の
如
く
、
十
六
年
頃
を
境
ミ

し
て
整
理
せ
ら
れ
た
も
の
な
る
事
を
推
測
す
る
に
難
く
な
い
で
あ
ら
う
。

　
既
に
種
心
の
方
面
か
ら
考
察
し
た
の
に
よ
っ
て
明
か
な
如
く
巻
十
六
は
略
三
・
六
・
八
な
さ
の
巻
ε
同
時
代
の
作
品
を
堅
め
て
る
る
も
の
な

る
を
思
へ
ば
、
叉
こ
れ
ら
の
巻
々
S
岡
じ
く
天
李
十
六
年
頃
を
境
ミ
し
て
一
度
纏
め
ら
れ
た
も
の
の
如
く
、
巻
十
七
に
接
す
る
比
較
的
新
し
い

作
品
を
も
含
ん
だ
巻
で
あ
っ
て
、
そ
の
編
者
は
左
註
よ
わ
考
べ
る
に
大
伸
家
持
で
は
な
い
か
ε
推
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
こ
の
巻
の
左

註
に
十
七
以
下
の
三
々
に
於
け
る
ミ
同
標
な
手
法
を
存
す
る
事
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
巻
の
編
者
は
大
唐
家
持
で
は
な
い
か
く
」
推
察
せ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
更
に
そ
の
左
註
の
中
に
は
遊
仙
窟
の
影
響
ε
思
は
れ
る
も
の
も
あ
み
が
、
家
持
の
坂
上
大
嬢
に
購
っ
た
歌
に
は
十
五
の
中
四
首
ま
で

も
遊
仙
窟
の
色
彩
を
帯
び
て
を
り
、
殊
に
そ
の
第
一
首
の
如
き
は
こ
の
春
の
左
註
・
こ
全
く
同
σ
趣
向
で
あ
る
の
見
れ
ば
巻
十
六
の
編
者
ε
し
τ

大
俘
家
持
を
推
す
こ
ε
は
絵
り
無
理
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。

　
因
に
こ
の
年
表
に
於
て
天
蓋
＋
六
年
迄
は
甚
し
い
高
低
を
示
し
τ
み
る
け
れ
曹
も
、
十
八
年
以
後
は
順
次
徐
う
に
低
ま
っ
て
い
っ
て
み
る
の

を
見
れ
ば
巻
十
六
以
前
の
巻
々
は
略
十
六
年
前
後
に
一
度
整
理
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
S
類
推
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
ま
た
十

七
以
下
の
四
春
に
見
え
る
そ
れ
以
前
の
巻
々
の
陰
影
に
よ
っ
て
も
零
す
る
事
が
出
身
る
で
あ
ら
う
。
　
（
昭
和
六
．
六
．
六
。
稿
）




